


３ 学生部会での議論ついて 

１ 会【 成２４ ７ （水 】 

 第１回学生部会では、「学生の現状」、「学生の地域活動に対するニーズ」、「学生への

情報提供の在り方」について意見交換しました。 

学生生活や学生の地域活動の現状について、学生からの主な意見としては、地域活動

への参加する時間的な制約やボランティア情報の不足、参加のきっかけや動機付けが必

要であることなどの意見がありました。 

   また、学生の地域活動への参加を促進するためには、学生にとってのメリットが必

要であるとの意見があったことから、どのようなことにメリットを感じるかについて

話し合いました。 

  次に、学生が地域活動にどんなことを期待するかについて意見交換を行いました。 

  学生からは、「自分たちが主体となって工夫や発想を生かしながら取り組む活動」を

求める声や、「地域の方や他校の生徒等との交流を通して学生生活が充実できるような

参加の在り方が望ましい」との意見が出されました。 

 

２ 会【 成２４ ７ （水 】 

 第２回学生部会では、「仕組みづくり検討委員会から提案された仕組み案」、「学生への情

報提供の内容（コンテンツ）」について意見交換しました。 

 学生からの主な意見としては、 

・ 広く周知が必要な場合は、各大学事務局などから一斉メールなどで配信してもらうこと

になるかもしれないが、なかなかそれだけでは、募集などに人が集まらないのではない

か。学生間などの口コミが一番確実。 
・ 学生間のネットワークは、各学校とも形は違っても既にあるので、そこにつなげていく

方法を考えてはどうか。（各校のリーダーとなる学生のネットワークなど） 
・ 提案してもらった仕組みは、各校への縦への情報提供なので、例えば三重県在住だけど、

県外の大学へ通っている学生には、情報が広がらないというデメリットがある。 
・現行案の仕組みは、三重県商店街振興組合連合会と大学事務局が間に入っているので、

学生と地域の方との関係性が希薄に感じる。参加者を募集する仕組みとは別に、地域毎

に学生と地域の方が関わることができる場が必要ではないか。 
 

３ 会【 成２４ ２ （水 】 

 第３回学生部会では、「第３回仕組みづくり検討委員会で了承された仕組み案」、「商店街

の現状と学生との具体的な連携」について意見交換しました。 

 

・ 学生に興味を持ってもらえる募集案内を発信することが重要。取組毎に前捌きとして

「学生にとって魅力的な内容となっているか」「必要な情報が案内に盛り込まれている

か」等を学生と商店主で意見交換する場が必要ではないか。 
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